
　新型コロナウイルス感染拡大
の影響で開催が延期となって
いた「第24回神戸国際宝飾展
（IJK）」が、8月9日～11日まで
の3日間、神戸国際展示場で開
催される。IJKは、世界の宝飾
業界の中でも、コロナ後初の大
規模展示会として注目され、経
済活動が停滞している今こそ、
IJKの開催を通じて宝飾業界の
活性化と発展に寄与することが
期待されている。
　主催者であるリードエグジビ
ションジャパン㈱は、開催にあ
たり、政府・自治体および展示
会業界のガイドラインを基に対
策を講じて、出展社・来場者の
安全を確保し開催すると発表し
ており、対策の詳細はIJK公式
サイトで参照できる。
　今回のIJKは、コロナ禍の影
響で出店規模の縮小が懸念さ
れていたが、IJKでビジネスを再
開したいというジュエリーメー
カーや卸商社などが結集し、
450社という例年同様の出展
社数が見込まれている。
　出展社からは「2月以降、全く商売が
できずに、このままでは死活問題だ。
IJKでビジネスを挽回したい」「IJKに
は20年間出展している。常連のお客様
との商談ができることに加えて、新しい

お客様との出会いに期待してい
る」といった声がIJK事務局に
寄せられており、宝飾業界全体
の活性化を少しでも後押しする
ためにもIJKでの積極的な仕入
れよって、価値あるジュエリーを
消費者にアピールしていきたい。
　会場は、大きく「パール」（A会
場）、「ジュエリー」（B会場）、
「ジェムストーン／ミネラル」
（A・B会場）、「ジュエリー」（C
会場）、「リ・ジュエリー」（C会
場）と分かれているが、最新のラ
イトジュエリーから宝飾メー
カー向けの機材など、ジュエ
リービジネスに関するあらゆる
製品・サービスが揃う。
　なおC会場の「ジュエリー」に
は、ダイヤモンドジュエリーをは
じめ、色石ジュエリーやプラチナ
ジュエリーが集まる。B会場の
「ジュエリー」は、ファインジュエ
リー、ファッションジュエリー、
ゴールドジュエリー、海外ジュエ
リー、合成ダイヤモンド、デザイ
ナー／クラフトマン、地金チェー
ンなどとなっている。

　さらに、最近ではハンドメイドジュエ
リークリエイター層の来場が増加傾
向にあることに伴い、ハンドメイドジュ
エリーの製作に必要な素材や工具な
どの商品やサービスも多い。宝飾業界

に携わる幅
広い人たち
の仕入れ、
買い付けの
場として活
用できる。

新しい形の展示会として注目
オンラインでの商品販売を実施

　緊急事態宣言が解除されたとはい
え、出張が制限されている会社がある
ほか、関東・東北など、神戸から遠い地
域のバイヤーの中には、IJKに来場で
きない人がいるのも現状。それに伴い、
より多くの人に商談の機会を提供する
べく会期中にオンラインによる商品販
売が実施される。IJKの開催期間中限
定で、オンライン上で出展社から商品
の買い付けができる仕組みとなってお
り、約1万点の商品が揃う予定となって
いる。同オンライン商品販売には事前
の参加登録が必要だが、“新しい形の
展示会”として、注目される。詳細は7月
中旬にIJK公式ホームページで発表さ
れる予定となっている。

特別セミナーと
ジュエリーショップ大賞

　IJKでは、商品の仕入れだけではな
く、宝飾品の知識向上や販売サービス
に関して学べる機会を「特別セミナー」
として提供している。
　今回は、引き続き話題の「合成ダイヤ
モンドの販売最前線」や秋のIJT2019
（横浜）で人気があった「売り上げが増
える！SNS写真撮影法最新版」、ネット
マーケッターによる「ハンドメイド販売
のための教科書」、テレビで話題になっ
た講師による「みんなの知らない色石
の世界」に関するセミナーなど多様な
テーマで開催される。
　さらに11日の最終日12時30分から
は、西日本地域の小売店の中から、工
夫やアイデアで特徴を出して成長、成

果を出している小売店が選ばれる「第
4回西日本ジュエリーショップ大賞」の
授賞式と受賞小売店によるトップノウ
ハウを語るパネルディスカッションが開
催される（主催：日本宝飾記者会）。受
賞者は7月中旬にIJK公式ホームペー
ジで発表予定。全て聴講は無料だが、
事前申込制となっている。申込はIJK
公式ホームページから。

ジュエリートークショーに
デヴィ夫人と松下由樹さん

　“ジュエリーのように輝く生き方を語
る”として毎回多くの人を集め人気とな
る「ジュエリートークショー」が会期中
に2回開催される。
　初日の9日には、「ナースのお仕事」
など人気ドラマに出演し、圧倒的な演
技力の名女優、松下由樹さんが登場す
る。2日目の10日は、情報、バラエティ番
組など、多数のテレビ出演で爆発的な
人気を誇るデヴィ夫人が登壇。「ジュエ
リーのように輝く生き方」をテーマにし
た話が聞ける。時間はともに15時30分
～16時10分までの40分間。聴講は無
料だが、事前申込制となっている。申込
はIJK公式ホームページから。

停滞した経済活動を活性化させることに期待  　眼鏡技術者国
家資格推進機構
（岡本育三代表
幹事）の幹事会
が6月23日に開
かれ、その後の記
者会見の中で風
早昭正代表幹事
代行が、新型コロ
ナウイルス感染拡
大防止対策につ
いて、未曾有の出
来事ながら苦慮
し、業界全体とし
て足並みを揃え
た対応策ができ
なかったことを痛
感し、日本眼鏡士
連盟が要望書を
行政政治に提出
することになった
ことを説明した上
で、本来であれば
メーカー、卸、流
通、小売など業界

に関わる全ての8団体が加わっている
日本眼鏡関連団体協議会が要望書を

提出できる状態であれば良かったと説
いた。8団体においては、個々に活動し
ているが、これまでに必ずしも有機的
につながった活動はなされなかったこ
とを例えとして上げ、今後は今回のよう
な不測の事態が起きた時に、他の業界
並みに、眼鏡業界全体としてどう足並
みを揃え、危機に対応していくか、ある
いは新しいビジネスをどう構築していく
かということなどへの連携が必要だと
非常に感じ、推進機構の中で色々な意
見を聞いたと述べた。
　続けて、新型コロナウイルスによって
新しい生活様式が始まるのを機に、従
来のビジネスが大きく変わるとか、AI
が発達しAIを駆使したビジネスコード
そのものが変わってくるなどと色々な情
報がある。それに乗り遅れずに先行し
て対応できる眼鏡業界にしないと、
ユーザーが満足感を得られないので
はないかと指摘した上で、もう一度原
点に戻り一から考え直すために、推進
機構の幹事会における最後の議題とし
て出したと説明を加え、眼鏡業界全体
を捉えた新しいビジネスの在り方を考
えていきたいと強調した。関連＝5面に
推進機構の記者会見の記事を掲載

　国内最大の店舗数
を誇る眼鏡のボランタ
リーチェーン、ウインク
チェーン（加盟：230店
舗、荒木康弘会長）
は、顧客ならびに従業
員の健康と安全に配
慮し、新型
コロナウィル
ス感染拡大
を防ぐため、
さまざまな対応施策に取り組んでいる。
現在、その取り組みを顧客に告知するた
めに店内用POP
類を作成し、加
盟店で活用。
POPは写真を交
えたカテゴリー
別に分類され、
シニアにもわか

りやすい表示として加
盟店からは好評を得
ている。
　さらに、眼鏡業界全
体での感染予防対策
の一助となればと考
え、広く一般眼鏡店で

も活用できる
よう、ウインク
チェーンHP
よりPOPデザ

インを無償でダウンロードできるようにし
た。（http://www.wink-ch.co.jp/）。

加盟店のみならず一般眼鏡店にも
コロナ対応施策を提供

ビジネス再開に向け450社が出展

ウインクチェーン

神戸国際宝飾展IJK　8月9日（日）～11日（火）

オ
ン
ラ
イ
ン
商
品
販
売
を
実
施

眼
鏡
業
界
全
体
を
捉
え
た

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
在
り
方
を
考
え
た
い

〜
足
並
み
を
揃
え
た
対
応
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
痛
感
し
〜

株式会社アイ・ケイ

〒104-0045 東京都中央区築地７-５-３ 紀文第１ビル６階　
Tel 03-5565-3001(代） http://www.aikei.com/

ファンシーカラー　ダイヤモンド

本社：03-5817-0353　西日本支社：06-6252-4477保険のご相談は（株）東時へ

●発行所（株）時計美術宝飾新聞社
●編集発行人　藤井正義

〒110-0015 東京都台東区東上野1-26-2 
ジュエラーズタウン・オーラム5F

TEL（03）3833-1886 FAX（03）3833-1717
http://www.e-tkb.com

毎月1日・15日発行
年間購読料8500円／1部450円

振替口座00190-3-57579

時計美術宝飾新聞社からのお知らせ
　「The Watch & Jewelry Today」をご愛読いただき誠に有難うございます。　6月15日号でお伝えさせて頂きました、
「これまで創業者の意を汲み、弊紙を支えてくださる無料購読者様へ紙面を届けてまいりましたが、7月中に購読料のお支
払がない場合には8月から新聞を止めさせていただきます」とのお知らせにより、多くの購読料お支払いの申し込みや問い
合わせを頂き有難うございました。お支払の申し込みは、会社名、住所、電話番号を明記の上、FAX：０３－３８３３－１７
１７までお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－時計美術宝飾新聞社－

第2410号　（昭和25年2月28日第3種郵便物認可）   　 2020年（令和2年）7月1日　　（1）


